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千
歳
の
人
口

人
口
推
移

終
戦
ま
で　

戸
長
役
場
が
お
か
れ
た
明
治
13
（
1
8
8
0
）
年
、
千
歳
の
人
口
は
千

歳
川
両
岸
に
住
ん
で
い
た
わ
ず
か
2
0
9
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
入
植
が
始
ま
る
と

明
治
後
半
に
は
3
0
0
0
人
を
超
す
ま
で
に
増
加
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
増
加
は

鈍
く
な
り
昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年
ま
で
は
5
0
0
0
人
程
度
で
推
移
し
た
。
大
正

15
（
1
9
2
6
）
年
に
は
北
海
道
鉄
道
札
幌
線
が
開
通
し
千
歳
駅
が
開
業
し
た
が
人
口

に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
昭
和
11
年
に
美
笛
地
区
の
千
歳
鉱
山
の
開

発
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
と
も
に
人
口
の
増
加
が
再
び
始
ま
っ
た
が
、
市
街
地
の
人
口

に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
14
年
に
海
軍
航
空
隊
が
開
庁
す
る

と
市
街
地
の
人
口
も
増
加
し
は
じ
め
、
同
年
中
に
1
万
人
を
突
破
、
19
年
に
は
1
万

7
6
8
8
人
を
記
録
し
た
。

戦
後
の
急
成
長　

昭
和
20
年
、
終
戦
に
よ
り
海
軍
が
解
散
す
る
と
千
歳
の
人
口
は
1

万
5
0
5
人
に
ま
で
激
減
す
る
。
し
か
し
終
戦
直
後
か
ら
進
駐
し
た
米
軍
に
よ
る
大
量

の
基
地
要
員
の
雇
用
や
外
地
か
ら
の
引
揚
者
に
よ
り
す
ぐ
に
増
加
に
転
じ
た
。
25
年
、

発
足
し
た
ば
か
り
の
警
察
予
備
隊
の
駐
屯
に
よ
り
、
人
口
は
前
年
か
ら
約
4
3
0
0
人

増
加
し
、
2
万
人
を
突
破
す
る
。
26
年
に
は
当
時
の
市
街
地
人
口
を
上
回
る
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
兵
師
団
1
万
5
0
0
0
人（

１
）

が
千
歳
に
進
駐
す
る
と
米
兵
相
手
の
商
売
を
目
論
む
基

地
関
連
業
者
が
全
国
か
ら
集
ま
り
は
じ
め
、
さ
ら
に
2７
年
に
は
保
安
隊
（
Ｓ
29
～
陸
上

自
衛
隊
）
の
現
・
北
千
歳
駐
屯
地
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
の
人
口
は
前
年

比
5
0
0
0
人
の
増
と
な
り
、
29
年
に
は
3
万
人
を
突
破
し
た
。
さ
ら
に
航
空
自
衛
隊

千
歳
基
地
が
開
庁
し
た
32
年
に
は
一
気
に
約
8
0
0
0
人
が
増
加
し
、
12
月
末
日
に
は

4
万
6
9
8
4
人
と
な
っ
た
。

な
お
、
30
年
の
人
口
は
国
勢
調
査
に
よ
る
と
4
万
2
3
1
7
人
と
、
同
年
9
月
30
日

の
住
民
基
本
台
帳
登
録
者
数
3
万
4
5
4
5
人
よ
り
も
約
8
0
0
0
人
多
く
、
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
一
時
的
あ
る
い
は
季
節
的
な
居
住
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

市
制
施
行　

終
戦
直
後
か
ら
13
年
間
で
千
歳
の
人
口
は
4
・
5
倍
に
急
成
長
し
、
33

年
７
月
に
は
市
制
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
し
ば
ら
く
人
口
増
加
の
足
踏
期

と
な
る
。
市
制
施
行
1
年
後
の
昭
和
34
年
７
月
に
一
旦
5
万
人
を
突
破
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
3７
年
の
後
半
ま
で
5
万
人
前
後
で
推
移
す
る
。
し
か
し
こ
の
間
も
常
に
出
生

者
数
は
死
亡
者
数
を
、
転
入
者
数
は
転
出
者
数
を
上
回
っ
て
い
た
。
人
口
増
加
を
妨
げ

た
要
因
は
居
住
実
態
の
な
い
者
を
職
権
消
除
し
た
こ
と
に
よ
る
「
そ
の
他
」
の
マ
イ
ナ

ス
で
あ
り
、
33
年
か
ら
3７
年
ま
で
の
5
年
間
で
年
平
均
2
0
0
0
人
減
に
も
の
ぼ
る
。

38
年
か
ら
は
安
定
し
た
増
加
基
調
と
な
り
、
43
年
8
月
に
は
人
口
6
万
人
を
突
破
し
た
。

米
軍
ク
マ
基
地
閉
鎖
と
自
衛
隊
部
隊
移
動　

動
態
別
統
計
値
が
確
認
で
き
た
2７
年
以

降
、
千
歳
へ
の
転
入
者
数
は
転
出
者
数
を
常
に
上
回
っ
て
い
た
が
、
44
年
に
な
っ
て
初

め
て
転
出
が
転
入
を
上
回
っ
た
。
こ
の
状
態
は
48
年
ま
で
4
年
間
続
い
た
。
千
歳
市
の

40
年
代
は
市
営
工
業
団
地
の
造
成
・
分
譲
に
は
じ
ま
る
工
業
発
展
の
時
代
で
あ
り
、
事

業
所
数
、
製
造
品
出
荷
額
の
右
肩
上
が
り
の
増
加
に
示
さ
れ
る
工
業
の
集
積
は
40
年
代

を
通
し
て
転
入
増
加
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
転
出
が
転
入
を
上

回
っ
た
要
因
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
移
動
と
米
軍
の
縮
小
が
考
え
ら
れ
る
。
陸
上

自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
の
隊
員
数
は
45
年
の
7
1
4
2
人
か
ら
49
年
に
は
5
4
1
6
人

と
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
46
年
に
は
米
軍
ク
マ
基
地
が
閉
鎖
さ
れ
、
多
く
の
基
地
要

員
が
解
雇
さ
れ
た
。

な
お
、
44
年
７
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
後
初
め
て
と
な
る

住
民
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
大
規
模
な
職
権
消
除
が
実
施
さ
れ
た

た
め
、
44
、
45
年
の
「
そ
の
他
」
が
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
も
自
然
動
態
（
誕
生

－

死
亡
）
は
毎
年
1
0
0
0
人
以
上
の
増
加
が
続
い
て
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い
た
が
社
会
動
態
（
転
出

－

転
入
＋
そ
の
他
）
に
よ
る
大
き
な
減
少
か
ら
45
年
4
月
に

は
6
万
人
を
割
っ
た
。
6
月
に
一
時
的
に
6
万
人
を
回
復
し
た
も
の
の
、
翌
46
年
3
月

末
に
は
5
万
6
7
4
8
人
に
ま
で
減
少
し
、
再
び
6
万
人
に
達
す
る
の
は
4
年
後
の
49

年
10
月
の
こ
と
で
あ
る
。

50
年
3
月
末
の
人
口
は
6
万
4
5
5
人
と
、
第
2
期
総
合
開
発
計
画（
Ｓ
45
年
策
定
）

に
よ
る
50
年
の
目
標
人
口
７
万
9
0
0
0
人
に
程
と
お
い
状
況
だ
っ
た
。

安
定
成
長
期　

再
び
人
口
が
6
万
人
を
突
破
し
た
昭
和
49
年
に
は
、
社
会
動
態
は
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
が
、
51
年
、
53
年
に
は
自
衛
隊
の
移
駐
な
ど
で
マ
イ
ナ
ス
に
戻
る
。
そ

れ
で
も
自
然
動
態
に
よ
る
プ
ラ
ス
が
大
き
く
、
人
口
は
毎
年
着
実
に
増
加
す
る
。
そ
の

後
は
社
会
動
態
も
安
定
し
て
プ
ラ
ス
と
な
り
、
毎
年
1
0
0
0
人
前
後
の
人
口
増
が
続

き
、
58
年
に
は
７
万
人
、
平

成
4
（
1
9
9
2
）
年
に
は

8
万
人
を
突
破
し
た
。
平
成

10
年
ま
で
ほ
ぼ
同
ペ
ー
ス
で

増
加
が
続
き
、
同
年
3
月
末

の
人
口
は
8
万
7
2
0
8
人

に
な
っ
た
。

成
長
の
鈍
化　

戦
後
、
長

期
に
わ
た
っ
て
一
時
的
な
例

外
期
を
除
き
基
本
的
に
千
歳

へ
の
転
入
者
数
は
転
出
者
数

を
上
回
っ
て
い
た
が
、
平
成

10
年
を
潮
目
に
転
出
が
転
入

を
上
回
る
年
が
多
く
な
り
始

め
る
。
ま
た
全
国
的
な
傾
向

で
あ
る
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
千
歳
で
も
顕
在
化
し
、
そ
れ
ま
で
千
歳
の
人
口
増
加
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
自
然
動
態
の
増
加
分
は
昭
和
45
年
に
1
1
5
0
人
と
な
っ
た
の

を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
平
成
10
年
に
は
6
9
3
人
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ト
ー

タ
ル
と
し
て
は
人
口
増
の
傾
向
が
毎
年
維
持
さ
れ
て
お
り
、
1７
年
に
は
9
万
人
を
突
破

し
た
。
10
年
か
ら
26
年
ま
で
の
平
均
で
年
4
4
4
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

註
（
1
）　

米
軍
人
、
軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
は
人
口
に
含
ま
な
い
。

図 1－ 1　千歳の人口・世帯数の推移
世帯数が住民基本台帳と国勢調査で大きく異なるのは、後者では自

衛隊営内居住者を中隊等ごとに１世帯としていることなどによる。
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表 1－ 1　国勢調査に基づく千歳の世帯数・人口の推移

和暦 西暦 世帯数
人口

総数 男 女
大正 ９ 1920 1,065 5 ,366 2 ,825 2 ,541 

14 1925 991 5 ,252 2 ,881 2 ,371 
昭和 ５ 1930 947 5 ,275 2 ,753 2 ,522 

10 1935 1,057 6 ,557 3 ,713 2 ,844 
15 1940 1,856 10,512 5 ,960 4 ,552 
22 1947 2,956 14,816 7 ,722 7 ,094 
25 1950 3,346 20,030 11,974 8 ,056 
30 1955 7,525 42,317 25,594 16,723 
35 1960 9,267 44,522 25,873 18,649 
40 1965 12,156 51,243 28,623 22,620 
45 1970 14,667 56,118 30,330 25,788 
50 1975 16,849 61,031 32,692 28,339 
55 1980 19,907 66,788 35,544 31,244 
60 1985 22,681 73,610 38,749 34,861 

平成 ２ 1990 26,010 78,946 41,586 37,360 
7 1995 30,071 84,866 44,237 40,629 
12 2000 33,532 88,897 46,155 42,742 
17 2005 35,983 91,437 46,985 44,452 
22 2010 38,541 93,604 47,836 45,768 
27 2015 40,614 95,664 48,563 47,101 
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表 1－ 2　住民基本台帳に基づく千歳の世帯数・人口・人口動態の推移

和暦 西暦 世帯数（1） 人口（1） 人口動態（2）

総増減
自然動態 社会動態 12月31日

人口総数 男 女 増減 出生 死亡 増減 転入 転出 その他
明治13 1880 47 209

14 1881 48 208 121 87
16 1883 51 173 91 82
20 1887 81 371
27 1894 192 789 447 342
39 1906 799 3,084 1,603 1,481

大正 4 1915 778 3,931 2,074 1,857
５ 1916 735 3,695 1,896 1,799
6 1917 812 4,242 2,178 2,064
7 1918 851 3,895 2,016 1,879
8 1919 913 4,884 2,563 5,654
９ 1920 1,012 5,297 2,734 5,896
10 1921 1,038 5,587 2,880 2,707
12 1923 934 5,441 2,798 2,643

昭和元 1926 5,045
２ 1927 890 4,717 2,590 2,127
3 1928 4,766
4 1929 918 4,865 2,671 2,194
５ 1930 965 5,275 2,752 2,523
6 1931 5,056
7 1932 928 5,076 2,602 2,474
8 1933 926 5,273 2,688 2,585
９ 1934 972 5,513 2,805 2,708
11 1936 1,064 6,580 3,761 2,819
12 1937 1,190 7,420 4,242 3,178
13 1938 1,259 8,794 5,064 3,730
14 1939 10,678
15 1940 2,113 12,240 7,260 4,980
16 1941 2,183 12,986
17 1942 2,250 13,994
18 1943 2,109 16,753
19 1944 2,510 17,688
20 1945 1,965 10,505 5,394 5,111
21 1946 2,167 11,479 5,887 5,592
22 1947 2,956 14,635 7,628 7,007
23 1948 3,041 15,427 8,054 7,373 542 124
24 1949 3,123 15,757 8,107 7,650 832 194
25 1950 3,345 20,030 11,975 8,055 632 177
26 1951 4,061 20,212 10,432 9,780 733 205
27 1952 4,967 25,286 12,900 12,386 4,169 829 194 6,526 2,992 25,735
28 1953 6,192 29,816 15,118 14,698 2,412 694 135 5,111 3,258 29,904
29 1954 6,520 32,942 17,460 15,482 2,525 887 163 3,949 2,148 32,316
30 1955 8,501 34,545 17,478 17,067 2,823 680 805 125 2,143 4,869 2,475 -251 34,841
31 1956 8,395 35,371 17,863 17,508 1,828 690 869 179 1,138 3,711 2,484 -89 36,669
32 1957 9,308 37,017 18,431 18,586 10,315 793 962 169 9,524 12,565 2,840 -203 46,984
33 1958 10,245 47,188 27,748 19,440 1,525 730 881 151 795 4,472 3,331 -346 48,509
34 1959 10,615 48,963 28,924 20,039 80 810 977 167 -730 8,115 5,252 -3,593 48,589
35 1960 11,155 48,880 28,335 20,545 381 851 1,011 160 -470 5,484 4,260 -1,694 48,970
36 1961 11,767 49,608 28,340 21,268 -960 846 1,038 192 -1,806 6,640 4,575 -3,871 48,010
37 1962 11,674 48,554 27,494 21,060 2,454 835 1,014 179 1,619 7,620 5,637 -364 50,464
38 1963 19,893 51,661 29,526 22,135 3,114 969 1,137 168 2,145 7,464 4,782 -537 53,578
39 1964 21,376 54,484 31,241 23,243 -664 996 1,148 152 -1,660 7,020 5,229 -3,451 52,914
40 1965 20,293 53,608 30,028 23,580 1,751 1,070 1,273 203 681 7,394 5,919 -794 54,665
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表 1－ 2　住民基本台帳に基づく千歳の世帯数・人口・人口動態の推移（続き）

和暦 西暦 世帯数（1） 人口（1） 人口動態（2）

総増減
自然動態 社会動態 12月31日

人口総数 男 女 増減 出生 死亡 増減 転入 転出 その他
昭和41 1966 20,099 54,942 30,416 24,526 1 ,509 865 1 ,060 195 644 6 ,419 5 ,248 -527 56,174 

42 1967 21,175 57,094 31,614 25,480 2,549 1,162 1,359 197 1,387 6,506 5,092 -27 58,723
43 1968 22,460 59,658 33,103 26,555 1,394 1,085 1,287 202 309 6,674 6,165 -200 60,117
44 1969 22,477 60,592 33,180 27,412 477 1,022 1,219 197 -545 7,258 6,430 -1,373 60,594
45 1970 22,326 60,031 32,626 27,405 -3,616 1,149 1,338 189 -4,765 7,236 8,325 -3,676 56,978
46 1971 21,106 56,748 30,673 26,075 1,038 1,136 1,364 228 -98 7,502 7,527 -73 58,016
47 1972 21,660 57,685 31,251 26,434 643 1,130 1,348 218 -487 6,826 7,247 -66 58,659
48 1973 22,002 58,514 31,588 26,926 667 1,095 1,308 213 -428 6,695 6,987 -136 59,326
49 1974 22,373 59,206 31,974 27,232 1,126 1,099 1,307 208 27 7,125 6,663 -435 60,452
50 1975 22,724 60,455 32,664 27,791 1,188 1,009 1,226 217 179 6,590 6,067 -344 61,640
51 1976 22,877 61,472 32,983 28,489 763 1,028 1,219 191 -265 6,004 6,192 -77 62,403
52 1977 23,075 62,171 33,242 28,929 1,156 976 1,191 215 180 6,483 6,269 -34 63,559
53 1978 23,184 62,842 33,519 29,323 797 946 1,140 194 -149 6,455 6,584 -20 64,356
54 1979 24,044 64,610 34,403 30,207 1,815 881 1,123 242 934 6,993 6,064 5 66,171
55 1980 24,678 66,021 35,153 30,868 1,092 870 1,142 272 222 6,519 6,307 10 67,263
56 1981 25,096 67,040 35,572 31,468 1,619 869 1,117 248 750 6,874 6,140 16 68,882
57 1982 25,882 68,523 36,302 32,221 1,021 885 1,127 242 136 6,354 6,237 19 69,903
58 1983 26,341 69,680 36,782 32,898 1,371 904 1,148 244 467 6,580 6,144 31 71,274
59 1984 26,988 71,009 37,458 33,551 1,447 831 1,095 264 616 6,550 5,904 -30 72,721
60 1985 27,858 72,514 38,268 34,246 1,322 861 1,122 261 461 6,611 6,056 -94 74,043
61 1986 28,472 73,931 39,022 34,909 1,047 786 1,065 279 261 6,359 6,025 -73 75,090
62 1987 28,909 74,810 39,418 35,392 1,187 807 1,077 270 380 6,763 6,323 -60 76,277
63 1988 29,558 76,128 40,043 36,085 1,457 745 1,049 304 712 6,828 6,116 0 77,734

平成元 1989 30,616 77,306 40,766 36,540 776 757 1,045 288 19 6,545 6,519 -7 78,510
２ 1990 31,078 77,905 40,915 36,990 651 681 961 280 -30 6,327 6,350 -7 79,161
3 1991 31,440 78,599 41,090 37,509 1,227 760 1,052 292 467 6,771 6,328 24 80,388
4 1992 33,413 80,022 41,808 38,214 1,708 727 1,055 328 981 7,088 6,118 11 82,096
５ 1993 33,403 81,632 42,588 39,044 1,209 743 1,098 355 466 6,755 6,304 15 83,305
6 1994 34,000 82,680 43,122 39,558 1,059 706 1,082 376 353 6,309 5,967 11 84,364
7 1995 34,694 84,048 43,741 40,307 887 726 1,104 378 161 6,129 5,914 -54 85,251
8 1996 35,232 84,974 44,145 40,829 1,195 647 1,056 409 548 6,722 6,148 -26 86,446
９ 1997 36,040 86,017 44,548 41,469 1,504 708 1,111 403 796 7,029 6,227 -6 87,950
10 1998 36,939 87,208 45,097 42,111 578 693 1,074 381 -115 6,451 6,573 7 88,528
11 1999 37,508 87,742 45,353 42,389 117 551 1,027 476 -434 6,021 6,428 -27 88,645
12 2000 38,265 88,126 45,623 42,503 647 523 994 471 124 6,768 6,647 3 89,292
13 2001 38,849 88,472 45,745 42,727 503 661 1,067 406 -158 6,448 6,579 -27 89,795
14 2002 39,073 88,679 45,576 43,103 383 599 1,050 451 -216 6,349 6,534 -31 90,178
15 2003 39,900 89,477 46,019 43,458 641 560 1,028 468 81 6,539 6,455 -3 90,819
16 2004 40,444 89,976 46,155 43,821 532 501 985 484 31 6,481 6,453 3 91,351
17 2005 41,116 90,507 46,476 44,031 471 447 974 527 24 6,292 6,287 19 91,822
18 2006 41,819 91,242 46,693 44,549 639 479 1,007 528 160 6,197 6,073 36 92,461
19 2007 42,348 91,808 47,019 44,789 446 335 936 601 111 6,183 6,109 37 92,907
20 2008 42,870 92,017 47,059 44,958 216 407 983 576 -191 5,683 5,917 43 93,123
21 2009 43,320 92,393 47,103 45,290 366 260 915 655 106 5,653 5,582 35 93,489
22 2010 43,777 92,785 47,252 45,533 308 328 959 631 -20 5,310 5,355 25 93,797
23 2011 44,210 93,212 47,342 45,870 571 276 932 656 295 5,676 5,434 53 94,368
24 2012 44,701 93,584 47,464 46,120 548 251 926 675 297 5,329 5,489 457 94,916
25 2013 45,368 94,172 47,714 46,458 543 276 943 667 267 5,756 5,529 40 95,459
26 2014 46,002 94,700 48,075 46,625 43 251 916 665 -208 5,593 5,823 22 95,502
27 2015 46,338 94,820 48,027 46,793 393 241 903 662 152 5,942 5,844 54 95,895

⑴ 昭和31年以降は３月31日現在の数値
⑵ 人口動態は暦年を単位としているため、年末の人口を示した
※ 空欄はデータ欠損
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地
域
別
人
口

昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年
以
降
の
人
口
の
推
移
を
地
域
別
に
見
て
み
る
。
な
お
、
以

下
の
地
域
割
は
か
つ
て
の
字
を
単
位
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
各
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
属
性
（
市
街
地
、
農
村
部
な
ど
）
と
一
致
し
な
い
範
囲
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

①
中
心
市
街
地　

戦
前
か
ら
の
市
街
地
で
あ
る
本
町
、
東
雲
町
、
朝
日
町
、
清
水

町
、
幸
町
、
千
代
田
町
、
錦
町
、
栄
町
、
春
日
町
、
緑
町
の
10
町
。
昭
和
25
年
に
は
千

歳
の
人
口
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
。
25
年
か
ら
2７
年
ま
で
の
千
歳
全
体
の
人
口
増

加
約
8
4
0
0
人
の
う
ち
7
3
0
0
人
が
中
心
市
街
地
の
増
加
で
あ
る
。
し
か
し
39
年

の
2
万
4
0
3
6
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
は
右
肩
下
が
り
に
減
少
し
て
い
く
。

44
年
に
は
2
万
人
を
、
61
年
に
は
1
万
人
を
割
り
、
平
成
1７
（
2
0
0
5
）
年
に
は

7
3
6
1
人
と
ピ
ー
ク
時
の
3
割
に
ま
で
減
少
す
る
。
そ
の
後
は
多
少
持
ち
直
し
、
26

年
現
在
で
8
2
9
2
人
と
な
っ
て
い
る
。

②
旧
・
末
広
町　

現
在
の
末
広
、
花
園
、
高
台
、
稲
穂
の
範
囲
。
鉄
道
を
は
さ
ん
で

中
心
市
街
地
と
隣
接
す
る
地
区
で
、
戦
後
比
較
的
早
く
か
ら
居
住
者
が
増
加
し
た
。
昭

和
25
年
の
1
0
4
1
人
か
ら
徐
々
に
増
加
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
る
と
38

年
に
は
5
0
0
0
人
、
42
年
に
は
8
0
0
0
人
を
突
破
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
増
加
は

鈍
る
。
63
年
か
ら
は
平
成
26
年
現
在
ま
で
9
0
0
0
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。

③
旧
・
北
信
濃　

中
心
市
街
地
の
北
西
、
現
・
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
の
両
側
に
広
が
る
広
大

な
地
域
で
あ
る
。
昭
和
25
年
は
人
口
4
2
1
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
30
年
頃
か
ら

中
心
市
街
地
寄
り
か
ら
居
住
者
が
急
増
す
る
。
32
年
に
は
2
0
0
0
人
、
39
年
に
は

5
0
0
0
人
、
44
年
に
は
1
万
人
を
突
破
す
る
。
そ
の
後
も
開
発
は
続
き
、
こ
の
地
域

の
大
半
が
市
街
地
と
化
し
、
平
成
26
年
現
在
の
人
口
は
3
万
5
6
6
4
人
で
、
市
全
体

の
3
分
の
1
を
超
え
て
い
る
。
現
在
で
も
微
増
が
続
い
て
い
る
。

④
旧
・
泉
沢　

市
街
地
南
西
部
に
広
が
る
山
林
地
の
泉
沢
の
一
角
に
昭
和
54
年
、
広

大
な
団
地
・
泉
沢
向
陽
台
が
造
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
1
0
0
人
に
満
た
な
か
っ
た
人

口
は
急
激
に
増
え
、
63
年
に
は
5
0
0
0
人
、
平
成
12
年
に
は
1
万
人
に
達
し
た
。
そ

の
後
は
現
在
ま
で
1
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
千
歳
の
1
割
強
の
人
口
が
こ
の
地

区
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

⑤
現
在
ま
で
に
市
街
地
化
し
た
そ
の
他
の
地
域　

昭
和
40
年
頃
か
ら
右
記
以
外
の
地

域
で
も
宅
地
が
造
成
さ
れ
は
じ
め
た
。
中
心
市
街
地
よ
り
千
歳
川
下
流
域
で
は
右
岸
の

青
葉
か
ら
寿
に
か
け
て
の
一
帯
、
左
岸
の
清
流
、
幸
福
、
上
流
側
で
は
新
星
、
桂
木
、

大
和
、
平
和
、
真
々
地
、
恵
庭
寄
り
で
は
み
ど
り
台
な
ど
の
広
範
囲
が
現
在
ま
で
に
市

街
地
と
な
っ
た
。
こ
の
地
域
の
人
口
は
昭
和
25
年
の
2
0
3
7
人
か
ら
緩
や
か
に
増
加

し
、
39
年
に
5
0
0
0
人
に
達
し
た
後
、
大
き
く
伸
び
始
め
る
。
4７
年
に
は
1
万
人
、

平
成
元
年
に
は
2
万
人
に
達
し
た
が
、
増
加
は
徐
々
に
緩
や
か
と
な
り
、
21
年
か
ら
26

年
現
在
ま
で
2
万
6
0
0
0
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。

⑥
農
村
部　

現
在
も
農
村
で
あ
る
地
域
の
人
口
は
昭
和
25
年
に
は
4
4
5
0
人
で

千
歳
全
体
の
2
割
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
4
0
0
0
人
台
で
安
定
し
て
い
た

が
、
30
年
代
後
半
か
ら
減
少
が
始
ま
っ
た
。
48
年
に
は
3
0
0
0
人
、
平
成
6
年
に
は

2
0
0
0
人
を
割
っ
た
。
現
在
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
26
年
現
在
、
1
4
8
5

人
で
あ
る
。

⑦
烏
柵
舞
・
支
笏
湖
地
区　

支
笏
湖
周
辺
を
含
む
旧
・
烏
柵
舞
村
の
範
囲
。
昭
和
34

年
に
は
2
0
3
4
人
で
あ
っ
た
が
、
千
歳
鉱
山
が
操
業
す
る
美
笛
の
人
口
増
に
よ
り
、

34
年
に
は
2
5
0
0
人
近
く
に
ま
で
増
加
す
る
。
し
か
し
30
年
代
後
半
か
ら
は
地
域
全

体
で
人
口
減
が
始
ま
る
。
藤
の
沢
、
水
明
郷
、
美
笛
で
は
極
端
な
人
口
減
少
が
進
み
、

52
年
に
千
歳
鉱
山
で
職
住
分
離
が
実
施
さ
れ
る
と
、
ま
と
ま
っ
た
居
住
者
が
居
る
の
は

湖
畔
（
現
・
支
笏
湖
温
泉
）
の
み
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
減
少
は
続
い
て
い
る
。
平

成
26
年
現
在
、
地
区
全
体
の
人
口
は
1
7
1
人
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
自
衛
隊
駐
屯
地
・
基
地　

陸
上
自
衛
隊
北
千
歳
駐
屯
地
（
北
信
濃
）・
東
千
歳

駐
屯
地
（
祝
梅
）、
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
（
平
和
）
の
営
内
居
住
者
。
昭
和
29
年
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は
北
千
歳
駐
屯
地
の
み
で
約
3
1
0
0
人
、
32
年
に
は
2
駐
屯
地
1
基
地
が
揃
い
約

8
8
0
0
人
と
な
る
。
こ
の
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
り
、
51
年

に
は
5
0
0
0
人
、
平
成
21
年
に
は
3
0
0
0
人
を
割
り
、
26
年
現
在
は
2
5
5
7
人

と
な
っ
て
い
る
。

図 1－ 2　地域別人口推移
『要覧ちとせ』各年度版より作成。ただし、昭和28、31、33、36、37、41年のデータは確認できなかっ

た。また『要覧ちとせ』掲載の35、40年のデータは国勢調査に基づいたものであるため使用しなかった。
これら欠落年の前後の年の値を直線で結んだ。営内居住自衛官数については34年以前は区分して掲載
されていないため、推定した。
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性
比性

比
が
全
国
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
千
歳
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
大
正

9
（
1
9
2
0
）
年
か
ら
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
全
国
で
は
性
比
（
女
性

1
0
0
人
に
対
す
る
男
性
の
数
）
は
長
期
漸
減
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
1
0
0
付
近

で
推
移
し
て
き
た
。
な
お
、
戦
争
で
多
く
の
男
性
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
昭
和
20

（
1
9
4
5
）
年
の
性
比
は
89
と
大
き
く
女
性
に
偏
っ
た
（
国
勢
調
査
実
施
年
で
は
な

い
た
め
グ
ラ
フ
に
は
非
表
示
）。

し
か
し
、
千
歳
で
は
常
に
男
性
に
偏
っ
て
い
る
。
戦
前
は
北
海
道
全
体
で
も
や
は
り

男
性
に
偏
っ
て
お
り
、
千
歳
の
特
徴
と
い
う
よ
り
も
北
海
道
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
22

年
に
は
海
軍
の
解
散
や
日
本
全
体
の
男
性
減
少
の
影
響
に
よ
り
性
比
は
大
き
く
低
下
す

る
が
、
25
年
に
な
る
と
再
び
大
き
く
男
性
に
偏
り
、
1
4
9
に
上
る
。
千
歳
の
人
口

の
急
増
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、

千
歳
へ
の
流
入
人
口
の
多
く
は
男

性
で
あ
っ
た
。
千
歳
へ
の
陸
上
自

衛
隊
の
駐
屯
が
始
ま
る
と
さ
ら
に

男
性
へ
と
偏
り
、
30
年
の
性
比
は

1
5
3
に
な
る
。
そ
の
後
は
人
口

の
増
加
に
伴
う
自
衛
隊
員
数
の
効

果
の
緩
和
と
と
も
に
市
街
地
の
成

熟
と
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
充

実
な
ど
に
よ
る
女
性
の
就
労
先
の

増
加
に
よ
り
、
性
比
は
右
肩
下
が

り
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。
し
か

し
平
成
2７
（
2
0
1
5
）
年
現
在

で
も
千
歳
の
性
比
は
1
0
3
と
男

性
に
偏
っ
て
お
り
、
全
国
よ
り
も
8
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
男
女
別
に
年
齢
階
級
ご
と
の
人
口
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

戦
後
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
は
昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
か
ら
2７
年
の
第
1
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
生
ま
れ
の
世
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
推
移
し
、
46
年
か
ら
49
年
の
第
2

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
以
降
は
さ
ら
に
こ
の
世
代
に
も
ピ
ー
ク
を
持
つ
2
峰
型
で
推
移
し

て
き
た
。
ま
た
、
男
女
で
概
ね
形
が
等
し
い
。

し
か
し
千
歳
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
は
全
国
と
大
き
く
異
な
る
。
特
に
男
性
に
お

い
て
顕
著
で
あ
り
、
男
女
で
全
く
異
な
っ
た
形
を
呈
す
る
。

男
性
で
は
35
年
か
ら
平
成
７
（
1
9
9
5
）
年
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
20
～

24
歳
の
階
級
が
常
に
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
時
代
に
伴
う
ピ
ー
ク
の
推
移
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
千
歳
の
人
口
に
占
め
る
自
衛
官
の
割
合
の
際
立
っ
た
高
さ
に
そ
の
原
因
が

あ
る
。
し
か
し
55
年
頃
か
ら
は
こ
の
階
級
の
突
出
が
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
な
り
、

平
成
12
年
に
は
一
つ
上
の
年
齢
階
級
（
25
～
29
歳
）
で
あ
る
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世

代
に
ピ
ー
ク
が
移
行
し
た
。
そ
の
後
は
こ
の
世
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
時
代
と
と
も
に
推

移
し
、
2７
年
は
40
～
44
歳
階
級
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
千
歳
の
人
口
増
加
に
伴
い
、

自
衛
隊
員
の
数
が
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
及
ぼ
す
効
果
が
徐
々
に
弱
ま
っ
て
き
た
た
め
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
全
体
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
階
級
（
Ｈ
2７
で
65
～
69
歳
）
の
明
瞭
な
ピ
ー
ク
が
2７
年
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
る

が
、
千
歳
で
は
目
立
っ
た
ピ
ー
ク
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

女
性
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
も
昭
和
45
年
頃
ま
で
は
全
国
と
若
干
異
な
る
。
顕
著

に
突
出
し
て
は
い
な
い
が
、
同
期
間
の
男
性
よ
り
も
1
階
級
上
の
25
～
29
歳
に
ピ
ー
ク

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
も
自
衛
隊
員
の
家
族
が
人
口
に
多
く
占
め
て
い
た
効
果
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
50
年
以
降
は
全
国
の
形
に
近
く
な
り
、
両
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
に
ピ
ー
ク
を

持
つ
形
で
推
移
し
て
い
る
。

図 1－ 3　性比の推移
国勢調査に基づく。性比は女性100人に対する男性の人数。
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図 1－ 4　千歳と日本全体の人口ピラミッド
千歳は棒で、日本全体は折れ線で示した。
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